●　諏訪湖の漁業
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　諏訪湖での漁業は、湖周辺の縄文遺跡からは、魚を捕らえるための網を使用したと考えられる石鍾・土鍾が発見されるなど、古くから行なわれていたことがわかっています。記録としては、鎌倉時代末期、「鎌倉幕府下知状」「伸長管文書」に表れ、さらに「諏訪大明神画詞」にも鵜縄を用いるEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(こいはせ),鯉馳)やEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(こおりびき),氷曳)などの漁法について記され、中世までに諏訪湖の漁業は大きな発展をみせたことがわかります。この後、豊臣家治世で日根野氏が入部し、藩内の漁業も含め経済政策の強化を図りました。その後、江戸時代になっても、高島藩では日根野氏の漁業政策を受け継ぎ、漁労は人々の暮らしの支えのひとつとして発達しました。

明治にはいると、いくつかの村の独占であった漁業は広く開放され、このことにより湖の魚は激減したといわれています。この対策として、種魚等の捕獲の制限、川干、氷曳やずり曳などの漁法の禁止、禁漁区の指定などの規制がされました。このため、一時的に湖の魚は増えましたが、明治の後半になると、徐々に減少傾向がみられるようになります。

　こうした背景から、自然孵化の漁業から、積極的に養殖・放流する漁業への転換が考えられ、そのための組合として、明治４５年に諏訪湖漁業組合が設立されました。その後、大正５年に専用漁業権を得て、近・現代の諏訪湖漁業の発展に大きく貢献しました。　

　諏訪湖への魚類の移植については、江戸時代に源五郎鮒を琵琶湖から、小エビを河口湖から、シジミを山梨県の荊沢川から、放流したことがわかっています。しかし、本格的に移植が始まるのは大正４年からであり、大正１５年（昭和元年）までに、鮎、ワカサギ、鰻のシラスとダツ、ひめ鱒、シジミ、からす貝、どじょう、あみ、鮒、まなぎろも、ひら鮒をつぎつぎと放流しました。その中で成果がひときわ目立ってよいものがワカサギで、漁獲量は急激に増加することになりました。また、鯉、鮒、鰻などの放流が盛んとなり大正期から昭和初期にかけ漁獲高はピークを迎えます。

第２次大戦後の混乱期、諏訪湖の漁業は無統制となり、不安な社会情勢のもと多くの漁獲が個人のものとなりました。このような状況を解消するため、昭和２３年に諏訪湖漁業協同組合が設立され、明治期の諏訪湖漁業組合と同じように魚類の保護育成と増殖を目的とし、諏訪湖の漁業権がこの組合によって管理統制され、保障されることになりました。

　漁獲量は、昭和３８年には４５１ｔとピークに達しましたが、昭和３０年代の流通革命により、海産物が身近なものとなり、川魚への嗜好は徐々に薄らいでいきました。この傾向は諏訪湖の漁業にも影響をあたえるようになり、漁業の形も変化しました。この時期から諏訪湖の漁業を支えるものは、網生簀による養殖鯉とワカサギの人工孵化事業が主要なものとなっています。
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　昭和４０年代から、諏訪湖の水質の悪化により酸素不足のスス水現象が発生し、養殖鯉が浮き上がるというアクシデントに見舞われましたが、順調に生産を伸ばし、昭和５３年には１，３４５ｔと最盛期を迎えました。しかし、簀養鯉の餌が湖汚染の原因のうちの１つの要因となっていた事もゆるぎない事実です。

　現在の諏訪湖の漁業は消費者の嗜好の変化、漁獲量の落ちこみから、衰退傾向にあると言わざるを得ない状況にあります。それとともに、諏訪湖水質の改善にともない、悪質な釣の愛好家によって放流されたブラックバス、ブルーギルの激増による駆除が大きな問題となっています。（A）

※アルファベットは、参考資料を指します。これらの目録は、章末に列記し

　てあります



かつてのシジミ漁





鯉の網生簀





やつか漁（昭和１３年）








かつてのシジミ漁








　　　　諏訪湖の伝統漁法　　（A）








○　沖曳


明海でする氷曳網、冬の氷曳網を二艘の舟で曳く。





○　流し網


葛の茎を長くつなぎ、鳥もちを塗って、風上から水鳥の群れている波の上に流す。





○きよめ・たけたか


刺し網のこと。幅30～100cm、長さ12mを一反とし、湖底に張り巡らす。小魚用。たけたかは鯉・鮒などの大型狙いに使用。夕方沈め、朝引き揚げる。





○うなわ（鵜縄）


長い縄に鵜の羽を挟み湖中を曳き回し、魚を追い集めて投げ網で獲る。





○鵜遣い


鵜縄を使用せず、放っておいて、それを鵜匠が平舟で集める。





○餌掬い


長柄の先に網をつけ、餌をまいて掬い獲る。





○ごろ曳


春先、氷が岸辺だけに残った時、氷の下に魚が集まる習性を利用し、氷の先にたけたかをはって漁夫が杵や丸太を持って、一列に並び、氷を叩いて魚を網に掛ける。





○桶ひて


蚕蛹と米ぬかを炒った餌を泥に混ぜて団子にしたものを桶型のものに入れ、喉をつけた蓋をして藻中に沈めておく。主として蛯獲りに使う。





○ろうや（出格子）・かぶと


篠で作った籠に餌を入れ沈めておき、蛯、小鮒を獲る。





○蜆とり・えび網


大型のじょれんと箕型のものに掻鎌で掻き込む。





○田蜆網


　　　鉄製の重い枠に漏斗状の網をつけ、湖中を曳き回して獲る。





○投網


戸網、唐網のこと。網を湖や川に投げうって魚を獲る。沖、草引、岸、川など立地条件や漁獲する魚の種別で網を使い分ける。





○四ツ手網


二本の丸竹を曲げて四つ手に組み、底網をつけたもので、河川や湖岸の浅瀬に沈めて、群れをなして産卵に来る魚を待ち受けて、時期をみて持ち上げて獲る。





結氷期漁





○やつか（屋塚）


夏、2mくらいの浅い所に、枕大の石を推く積み上げ、冬季になって石のすき間に魚が潜んだ


時、素早く周囲に簀をはり、中の石を除いて魚を掬ったり、簀の一か所に設けたうけに追い込んで獲る。





○氷曳（こおりびき）


長さ1300から1400m、幅160から170ｍの広い氷上で作業が行われる。左右16反（約176m）の長い網を氷の下に張ってゆき、網の中に入った魚を獲る。48人の漁夫が、まず、氷斧で30から40cmに堅く凍った氷に穴を開け、網袋を下ろし、そこから長く網を張っていかれるように先々に開けた穴に竹竿で順次垣網を送り越し、広く張り巡らしてから袋網の中の魚を獲る。
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